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研究のトピックス性 

メタノールは環境負荷の少ないクリーンな炭素源の一つであるため、メタノールを利

用できるメチロトローフ酵母は低環境負荷型発酵生産系の構築における極めて重要な

鍵微生物であり、本酵母の細胞機能を最大限に有効活用することで、メタノールを出発

原料とした高効率な発酵生産系の構築の実現が期待できます。 

本研究ではメチロトローフ酵母の高メタノール環境下での生育阻害の原因には、細

胞内のホルムアルデヒドの蓄積が関与していることを示し、今後のメチロトローフ酵母

の分子育種におけるターゲットを明確にすることができました。また野生株よりも高いメ

タノール濃度でも生育可能なSH-1株を単離することができたことにより、高メタノール

環境下での発酵生産系の構築の土台を築くことができました。 

 

 
研究の波及効果 

SH-1 株の単離によって、メチロトローフ酵母の高メタノール環境下における生育機

構や毒性代謝中間体に対する耐性機構の解明が期待されるとともに、得られた SH-1

株を親株として、より高いメタノール環境に生育できる分子育種を繰り返し行うことによ

り、更に効率的な発酵生産系の構築が期待できると考えられ、多種多様な産業分野へ

の応用が期待できると考えられます。 

 

 

 
 

○ スーパーメチロトローフ酵母による低環境負荷型発酵生産系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ P. pastoris の高メタノール生育変異株の取得 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ P. pastoris のメタノール生育におけるホルムアルデヒド耐性能 
 

野生株 

SH 1株 

5 %  M eOH 　 　 　 　 　 　 1%  M eOH   

ホルムアルデヒ ド 　 　  0  mM                2  mM    　   　 　 2  mM   

 

図. 野生株と SH1 株のホルムアルデヒド耐性能 
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